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都心の都合に合わない特性は、ゆがみと
か、ひずみとか、おくれとして処理される
か、あるいは見落とされてしまう。

巷では世界都市「TOKYO」が喧伝され、
東京都がまるで日本そのものであるかのよ
うな報道がされている。地方分権の議論は
長年にわたって積み重ねられているが、議
論のみで終わっている。

国民から集めた税金をどの領域、どの地
域、どの階層に、どのような基準で配分し、
利害関係者の間でどう調整し、どう合意を
得るかという駆け引きが政治である。利害
関係者の力関係を鑑みて最も妥当な落とし
どころを選択している。

それは、自分に利益をもたらしてくれる
のがよい政策であり、自分に損をさせるの
が悪い政策である。私たちは自分勝手な都
合で物事を考えている。自分に都合のよい
者の評価は高くなるし、都合が悪い者の評
価は低くなりがちだ。

これによって既得権益を持つ者たちに
とって都合のよい構造がつくられる。マス
メディアなどを使って変化を徹底的に批判
し、前例踏襲が無難という結論に導いてい
る。よくある事例として、表向きは意見を
求めているが、内実は前例踏襲で決まって
いる。たとえ公募案件であったとしても、
なんとなく公募して、なんとなく審査をし
て、なんとなく前例踏襲で落ち着いている。

このような前例踏襲で儲けを得るのは既得
権益を持つ者たちである。

変化のない状態が続くと意見をしても何
も変わらないという意識を持つ。考えるだ
け無駄なので、誰かに任せて放っておくよ
うになる。そのような状態が 60 年以上に
わたって続いているのが過疎地域である。

過疎地域をよりよい方向に変えたいと考
えている者もいる。地方交付税や補助金に
頼らない地域づくりを考えている者もいる。
ところが、過疎地域には地方交付税や補助
金の恩恵で暮らしている者が多くいる。そ
の者たちが既得権益を囲い込んで地域の在
り方を決めている。不特定多数の誰かが地
域の在り方を変えられる構造になっていな
い。

地域を変えたいと考えている者もその構
造をわかっている。その構造をわかってい
るからこそ「若者が地元を去るのは仕方が
ない」といった発言につながっていた。

おそらく、というか、間違いなく、一定
の分野や属性に補助金を配るような政策手
法は、競争や変化を嫌う過疎地域では効果
がない。その補助金が既得権益となって地
域の競争意識や変化を阻害している。

過疎地域のように経済規模と人口規模が
小さい地域では、全ての住民に税金の恩恵
を与える政策手法の方が効果的である。ま
ずは、既得権益を排除して公平性のある補

助金の分配方法に改める。地方分権を進め
て住民が地域の在り方を決められるよう改
める。自分たちで地域の在り方を決められ
るという意識を持つことで様々なアイデア
が湧いてくる。

政府は一定の分野や属性に補助金を配っ
て支持率を上げる手法を改めてはどうだろ
う。日本社会の限界が問われている現在に
おいて、国家の仕組みそのものをつくり変
える時期に来ているのはないか。

日本は昭和から平成を経て、令和に移り
変わっている。昭和の常識と令和の常識は
違う。昨年と今年でも常識は違う。私たち
の生活様式は常に変化している。時代に合
わせて統治構造や地域構造を変える必要が
ある。

ところが、管理者は構造を変えることな
く、管理される側の意識を変えようとする。
耳あたりのよい言葉を使って意識の改善を
促そうと試みる。ところが、個人が持つ思
考の在り方を他者が変えるのはほぼ不可能

である。個人の持つ意識はそう簡単に変わ
らない。構造を変えることでしか意識は変
わらない。私たちは人材を入れ替えること
でしか変化を促せない。

たとえば、組織や地域の指導者を高齢者
から若者に入れ替えるだけで日本の風通し
はよくなる。若づくりしている高齢者から
元気のある若者に入れ替えるだけで過疎地
域の雰囲気も明るくなる。高齢者が組織や
地域の指導者を担わなくても他にやれる若
者は幾らでもいる。若者に託すことは変化
につながる。

そこでお願いしたい。
高齢者は指導的な立場から身を引いて、

その席を若者に譲ってもらえないだろうか。
激しい競争の中でようやく手に入れた席を
渡したくないという気持ちはわかる。席を
譲るとやることがなくなるという気持ちも
わかる。積み重ねてきた知識と経験がある
という自負もわかる。それでもあえて、そ
の席を若者に譲る気概をみせてもらえない
だろうか。

過疎地域の人びとはそのままでよい。都
心の人びともそのままでよい。今ある日常
を変えなくてもよい。指導的な立場にいる
人材を入れ替えるだけで統治構造が変わる。
統治機構が変わることで過疎地域の地域構
造も変わる。もうそろそろ、「自分たちで
引き受けて考える地域」の構築を目指して
はどうだろう。
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1970 年代に玉野井芳郎が「地域主義」を提唱し、鶴見和子が「内発的発展論」を展開した。

それらは地域の特性に焦点を置いた概念である。

その概念は中央集権構造を持つ日本には馴染まなかったようである。

（最終回）


